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本研究 第一,二篇に報 じた 如 く,Cyanine




























































































敏に反応 した｡然 し,benzol誘導体では mono
硫酸塩に 2例共陰性であり, disulfon 酸では
NK77が俺に反応陽性であり,NK1235で陽性


































































知 られている3)｡ 一般に miceleの大きさは温























は硫酸基の 特異的な 化学 反応とは 考えられな
いO更に陽性反応を示すものの化学構造につい
てみると,分子の大きさと硫酸基の数が反応に













応とは全 く臭 って, metachromasia反応は極
めて不明瞭となり且染色性も低下 した｡是に対
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肺 細 胞? ?
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酸基を 持つものでも陰性反応を 示す 化合物も















月蔵の zymogen頬粒は PAS反応及び cyanine
metachromasia反応は共に陰性で あったが,
硫 酸化処置に よって cyaninemetachromasia
陽性反応を示 した｡
全 篇 の 総 括





ことを知 り, その中でも NK77,NK1235,NK
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